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Ⅰ 鷹南学園の教育 

１ 教育目標 

地域に根ざし、夢と希望をもち、ともに学び、未来を切り拓き、社会を担う、主体的で創造力

あふれる児童・生徒を育てる。 

 ２ 目指す児童・生徒像 

◎自分や相手を大切にし、優しさを広げる人  ○自ら課題を見つけ学び、考え、解決する人 

   〇自ら心身の健康を保ち、進んで行動する人 

  〇地域の一員としての自覚をもち、社会に目を向ける人 

 ３ 基本方針 

学園の教育目標の実現と、学校に関わる全ての人のウェルビーイングの実現を目指し、学園と

しての一体感をもった取組みと各校の特色を生かした教育活動を行う。地域社会との関わりの中

で「自分たちのよさに気付き、それを大切にし、より伸ばしていこうとする」態度を育みながら、

人間力と社会力を育成する。 

１ 子どもたち一人ひとりを大切にする学園・学校風土の醸成（安心できる居場所となる学園・

学校づくり） 

２ 多様な他者との学び（学びの広がり・多様なコミュニケーション・社会性と主体性の育成） 

３ 学びにおける「自己調整力」の育成（「主体的・対話的で深い学び」に向けた授業改善） 

４ スクール・コミュニティの発展（地域をつなぐ拠点となる学校づくり） 

 

Ⅱ 三鷹市立中原小学校の教育 

１ 教育目標 

   健康で心豊かな明るい子どもを育てる 

  ◎思いやりのある子  ◎自分で考える子  ○健康でたくましい子  ○よく働く子 

２ 目指す学校像 

（１）目指す学校像 

  ①安心・安全で、安定した学校 

②児童がより良い生活を自ら築き、意欲的に生活する学校 

  ③納得され、信頼される学校 

（２）目指す児童像 

①人を思いやる（思いやりの心をもち、互いに認め合う）子ども 

②自分で考える（自ら学び、考え、行動する）子ども 

③健康でたくましくよく働く（すすんで心と体をきたえる） 

（３）目指す教職員像 

①当事者意識をもち、組織的に行動する人 

②自己の能力を開発・向上させる人 

③子ども・保護者・地域等から信頼される人 

 

   令和８年度の取組みの重点 

 

 「より良い生活を自ら築き、意欲的に生活する児童」の育成 



Ⅲ 令和８年度の方針と具体的な方策 

 

１ 思いやりのある子（自分も友達も大切にして○なかよく生活できる力を育てる） 

 １ 

 

 

 ２ 

 

 ３ 

 

 ４ 

 

 

５ 

 

「鷹南スタンダード」や「中原小学校のきまり」などを基に、日常的な生活指導について、

全員で一致協力した指導の徹底を図るとともに、児童自らが主体的に生活をより良くしよ

うとする機会を大切にして、みんなが楽しい生活の基盤を固める。 

人権尊重の理念を基盤とした道徳教育の充実を図り、児童に規範意識と思いやりの心を養

うとともに、自尊感情・自己肯定感を高めるよう努める。 

学級環境の整備や「サポートルーム」、保健室、むらさき教室などの校内体制や施設の工夫、

教室外での対応などを組織的に行い、児童が安心して過ごせる環境づくりを行う。 

「学校いじめ防止基本方針」の周知・徹底を図るとともに、未然防止、早期発見・早期解決

に努める。教員自身も毎週末「人権感覚チェックシート」の確認を行い、人権感覚を磨くと

ともに、いじめに対する鋭敏な感覚を醸成する。 

一人ひとりの児童を大切に思い、丁寧に指導することにより、「自分が好き、学校が好き、

先生が好き」のように、学級や学年、学校への支持的風土を醸成する。 

 

（２）自分で考える子（自ら学び、よく○かんがえて、行動できる力を育てる） 

 ６ 

 

 

７ 

 

８ 

 

９ 

 

 

１０ 

学力調査の結果から実態を確実に把握し、学習指導を計画的に進める。自己調整力（自らの

学びや生活の仕方などの状況を自覚し、改善していくことができる力）の高まりを目指し、

学園研究・校内研究に取り組み、日常的な授業改善を推進する。 

すべての学習の土台となるよう、言語活動を重視し、思考・判断・表現を伴う 話す・聞く・

書く・読む活動、考えたことを伝える学習により言語能力の育成を図る。 

市の学力調査や東京ベーシックドリル診断テストの個別達成率データを、算数習熟度別指導

に活用するとともに、「中原小みたか地域未来塾」との連携を図り、学習支援を充実する。 

一人１台の学習用タブレット端末の活用や学校支援ボランティアとの連携による指導の個

別化や計算チャレンジによる学習の個性化など、個別最適な学びと協働的な学びの一体的

充実を図る。 

保護者会や個人面談の活用により学校・学年の方針を理解していただくとともに、家庭学習

への取組みを系統的に実施して、児童が主体的に学習に取り組める環境づくりに努める。 

 

（３）健康でたくましい子（困難に直面しても対応・回復できる力＝レジリエンス（○ら）を育てる） 

１１ 

 

１２ 

 

１３ 

 

 

１４ 

 

 

１５ 

 

体力テストの結果を校内で共有し、学校としての課題を全体で把握して、体育の授業改善に

取り組む。特に、校内研究の「自己調整力の高まりを目指した」授業改善を推進する。 

課題に対して児童が主体となった取組みとなるよう、体力の定義を児童に理解させるとと

もに、重点を絞った日常的な体力づくりを推進させて、体力を向上させていく。 

学期ごとに、それぞれ長なわ・短なわ・持久走を行う体力づくり旬間を設定し、児童が主体

的に取り組めるように働きかけるとともに、中休みや昼休み、朝と放課後の校庭開放での外

遊びを奨励することにより、運動に親しみ、自ら取り組む姿勢をもたせるようにする。 

給食主任や養護教諭を中心に、栄養士とも連携して、総合的に健康教育を推進し、食育の取

組みやアレルギー対応、健康的な基本的習慣の定着を図り、生涯にわたって心身共に健康な

生活を送るための基礎を培う。 

総合的な学習の時間に行うキャリア・アントレプレナーシップ教育など、自ら取り組み、課

題を解決する経験を通して、困難に立ち向かい、対応していく心を育てる。 

 



（４）よく働く子（自分の役割を果たし、地域や社会をよくしようと○はたらける力を育てる） 

１６ 

 

 

１７ 

 

１８ 

 

１９ 

 

２０ 

 

学級や学年での話し合いや係活動、当番活動等を意図的・計画的に行い、自己の役割を自覚

させる。活動の中では、自己選択や自己決定、児童の意思や調整力を尊重し、自己有用感や

自治の力を育てていく。 

たてわり班活動（全校オリエンテーリングやきょうだい学年活動も）等、全校での関わりを

充実させ、より良い人間関係を築く力やリーダーシップ、フォロワーシップを育てる。 

児童会・生徒会活動を核とした小・小及び小・中の学園交流活動の取組みを通して、児童・

生徒の学園意識やリーダーシップ、パートナーシップを育てる。 

スクール・コミュニティ推進員やコミュニティ・スクール委員会サポート部との連携を強化

して、地域人財との連携、地域資源の活用を充実させ、地域学習をより充実させていく。 

児童を取り巻く地域環境を理解させるとともに、地域行事へ参加しやすい環境づくりに努

め、住む街への愛着を深める。 

 

（５）学校組織の充実 

２１ 

 

２２ 

 

 

 

２３ 

 

２４ 

 

 

２５ 

 

学園としての一体感をもちながら、鷹南学園コミュニティ・スクール委員会や地域学校協働

本部「たかみんネット」との協働活動を充実させ、地域に生きる子どもを育成していく。 

一人ひとりの教職員が、高い志と児童や学校への愛情、相手意識をもって自らの責務を全う

するよう、人材育成と体制づくりを行う。特に、確実な合意形成の基に授業研究を進め、授

業を公開し合う体制を強化するとともに、対話に基づく研修受講の奨励によって自らの課

題に応じた必要な研修を受講できるようにして、教員の育成、授業力の向上を目指す。 

教職員は児童にとって一番の環境と考え、服務事故防止研修を徹底して行うことにより、教

職員の規範意識を醸成し、服務事故を絶対に起こさない認識を深める。 

保護者の願いや声を適切に受け止めることができるようにすると同時に、学校の教育活動

の意図も正しく伝わるようにして信頼を深めていく。個人面談や保護者会の充実を図ると

ともに、ＰＴＡやオヤジの会との連携を深めるようにする。 

「三鷹市立学校における働き方改革プラン」をふまえ、校務の効率化や教育活動の見直しを

行うとともに、「水曜日はカエル日」や「カエルボード」による「Myノー残業 Day」と退勤

時刻の設定など、教員自らが心身の健康保持に努めるよう環境を整え、学校教育の質の向上

を図る。 

 


